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    買い物をする時、通常欲しい商品が販売されている店又はデパート等に出掛ける。又ウィンドショッピングも同じであろう。

    私も全く同じではあるが、唯一過去に於いて１回たりとも衝動買いと言うものをした事が無い。　例えそれが数十円、数百円程度の物であっても決して衝動買いはしない。

    

    特に自分自身が身に付ける物、衣類、靴、鞄、時計、筆記用具等には、かなりの拘りを持っている。買う商品が決っていれば一直線に其の商品が置いてある場所へ向かう事になる。

    当然ながら欲しい商品の購入前には其の商品の詳細等は調査済み、納得済み状態なので、何の迷いも無くそのような行動パタンを取る。結果的に価格が多少高価であっても買う事に成る。　又、その様にして買った物が全て日常使用しているかと言えば其の個々の商品の約三分の一強はしまい込み眺めているのが関の山である。　とどのつまり傍に在るだけで安心し満足なのだ。

    

    何かの本で読んだのだが、『蔵書・文学全集等は、買って直ぐ読む物ではない。買って直ぐに読む類の本は多にしてハウツウ物に占められている。』と言った様な内容であったが、私の其れはある種それに近いものだ。

    口の悪い友人は「タンスの肥しにも成らないし、カビが生え使え物に成らなくなってしまうのが落だ」と、

    そんな風に揶揄されても特に悪い気はしなく、むしろ心の中では自分の存在を相手に強く与えた様な、何とも言い難い満足感が在る位だ。

    話を本題の万年筆に付いてに戻すが、あれはおそらく十五年～十七年前位だったと記憶しているが、家内と一緒に何か買い物に出かけた時の事だったと思う。

    ある店(ここでは差障りがあるので店名は差控える)に立寄った時、何気無く其の店のショーウィンドに眼を遣るとその中に偉そうに鎮座しているブットイ万年筆が在った。其のキャップを見た瞬間モンブランだと直ぐに気が付いた。

    私は特に文字を書く事が好きだった訳でもなく、むしろ人前で文字を書かなければならない状況は極力避けたい方のタイプであった。

    何故ならば自分自身悪筆癖が有ることを十分解かっていたし、恥をかきたくない其の一念であった。

    文字の上手い下手に敏感な日本人は、相手をよく知らない場合など其の人の文字を見て知的レベルの尺度に用いる傾向が強い様だ。最近の私は居直っている訳ではないのだが、全く気に成らなくなった。

    そんな私が万年筆、特にあのブットイ　モンブラン149に憧れを抱いたのは、著名な作家などの写真を見ると必ずといっていいくらいあの太いヤツが彼等の手に握られている。「物書きと言われる人達はあの万年筆を持たないと・・・」と勝手に思い込み、いつかは手にしてみたいと憧れていたのだ。

    

    それが今眼の前に在る、決して衝動買いを、いや衝動買いが出来る価格ではなかったと言った方が正しいだろう。故に指をくわえ唯見ているだけの状態であった。　そんな私を横で見ていた家内が「そんなに欲しいならグズグズ迷わずに買ったら？」と一言、私は「なんと短絡的な事を」と心の中で思ったが、その場の状況（家内の心理状態）を考慮すれば、今は私にとって有利と判断し、その上又、家内の私に発した其の言葉を後ろ楯に私は店員さんに云った「其れを一寸見せて下さい」。

    云われた男の店員さんは徐に鍵の掛かったショーケースの鍵を開け中の逸物を出し見せてくれた。私は其れが家内からよく見える様に私の手で持ち、同時に家内の顔色を窺いながら再度のゴー・サインを確認し、「これを下さい」と得意そうに云った覚えがある。

    

    あまり大声では云えないが、価格も現在の相場から比較してもお得だった様だ。筆記具専門店でもない其の店は店内の一角に舶来品コーナーを設け、色々な商品を鍵付きショーケースに展示していたのだ。何故あの価格で売っていたのかはいまだ不明だ。

    

    憧れのモンブランを手にした私は其の帰り足で専用のインクを在庫していそうな文具店を探し、ブラックのインクを買い求めた。其の時のインクの価格の私が想像していたより高かった事と、あの女性のハイヒールに似た独特のインクボトルに少し驚いた事を覚えている。

    あれ以来インクは、ロイヤルブルー、ブラック、又ロイヤルブルーと気分で替えて来た。 

    

    最近インクが無くなりデパートならば在庫は在るだろうとデパートの筆記具のコーナーに行った時“ペンクリニック”と印刷されたメモ用紙がカウンターの上に置かれていたのが眼に入り、店員さんに其れに付いて尋ねると彼女曰く「私共でもペンの修理をお受けしますが、時間がかなり掛かりますので、・・・」と近くのペンクリニック専門の職人さんが居る店を紹介してくれた。実は私のニブ（ペン先）の歪みがずっと気になっていたので“ペンクリニック”と書かれていたメモ用紙を見たのを機に、これは渡りに船とばかり其の話に乗ったのだった。

    「ご丁寧に有難う」と彼女に礼を云い早速紹介された店に直行、ペンを診断して貰ったところ修理するのに約一週間位の日数が必要と言われ、「やはり時間が掛かるのか…」と思ったが,詮無い事と諦めペンを渡し、「お願いします」と店主に云い、家に戻った。

    

    それからの数日は１日千秋の思いで過ごしたが、修理出来上がりの日より一日早くその後の様子を聞こうと電話をしたところ「出来上っているので何時でもどうぞ、かなり悪い状態になっていましたが、直しておきました。あの状態で使い続けたらシャフトが折れてしまったかもしれません。」と店主、　「え！そんなに？」と私、「けど完全にオーバーホールしましたので、大丈夫です。貴方の癖も上手く伝えられると思いますよ。」と店主、「解かりました。これから直ぐ伺いますので宜しく」と私、電話を切った後直ぐに車で店に向かう。愛しい人を迎えに行く心境で往路二時間を費やした。

    家に戻るや否や早速出来具合を確かめたくてメモ用紙にペンを走らせる。するとどうだろう、その滑らかさ、今までに感じなかったニブ(ペン先)の走り、全く以前の物と異なったペンを使用している様な感覚、うん・・・満足。モンブランを形容するのにこの様な表現がある。『手にした時から考える時間を与えてくれ、そこから湧出る思考をこのペンが疲れを知らずに具現化してくれる』・・・成る程、と１人悦に入り書きまくった。フト気が付くと外は夕日の時刻、短い時間ではあったが至福の時を過ごせ、何とも言えず心の中は幸福感でいっぱいに成っていた。 
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